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既存化学物質安全性(ハザード)評価シート

整理番号 98－10 官報公示

整理番号
2－987 CAS番号 96－33－3

名　　称

アクリル酸メチル

別名：2-プロペン酸メチル 構 造 式
CHCH2 C

O

O

CH3

分 子 式 C4H6O2 分 子 量 86.09

市場で流通している商品(代表例)1)

純　度　　　　　：99％以上
不純物　　　　　：酢酸メチル、プロピオン酸メチル、水分

添加剤又は安定剤：ヒドロキノンモノメチルエーテル

1. 物理・化学的性状データ

　外 観：無色液体2)

　融 点：-76.5℃3)、<-75℃2)

　沸 点：80℃2)

　引 火 点：-3℃(c.c.)4)、10℃(o.c.)4)、-1.5℃5)

　発 火 点：420℃5)

　爆発限界：2.8-25％6)、2.5-25％5)

　比　　　重： 20
4d 0.9582)、 20

4d 0.95613)、 20
4d 0.95354)

　蒸気密度：3.0(空気 = 1)2)

　蒸 気 圧：8.9 kPa(67 mmHg)(20℃)2) 、34.2 kPa(257 mmHg)(50℃)2)

　分配係数：log Pow；0.80(実測値)7)、0.80(計算値)7)

　加水分解性：加水分解を受け、アクリル酸とメタノールを生成する。

　解離定数：解離基なし

　スペクトル：主要マススペクトルフラグメント

m/z　55(基準ピーク, 1.0)、27(0.41)、85(0.15)8)

　吸脱着性：土壌吸着係数 Koc = 119)

　粒度分布：該当せず

　溶 解 性：アクリル酸メチル／水；60 l/g  (20℃)3)

アルコール、エーテル、ベンゼンなどの有機溶媒と自由に混和。

　換算係数：1 ppm = 3.58 mg/m3

  (気体, 20℃) 1 mg/m3 = 0.28 ppm

　そ　の　他：安定剤が存在しないと容易に重合して大量の熱を放出し、火災の危険を伴う。
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2. 発生源・暴露レベル

製造量等：平成 8年度　19,186 t(製造　19,186 t　　輸入　0 t)10)

放出・暴露量：文献なし

用　　途：アクリル繊維原料(60％)、共重合樹脂原料(20％)、接着剤原料(5％)、

塗料原料(5％)、その他(10％)1)

3．環境運命

1) 分解性

好気的

良分解11)　(化審法)

試験期間 被験物質 活性汚泥

2週間 100 l/mg 30 l/mg

BODから算出した分解度
 37 ％*

　*TOC分析からの分解度 = 100％

嫌気的

報告なし。

非生物的

OHラジカルとの反応性

対流圏大気中では、速度定数 = 24.1×10-12 cm3/分子・sec(25℃)で9)、OHラジカル濃

度を 5.0×105～1×106分子/cm3とした時の半減期は 8.0～16時間と計算される。

オゾンとの反応性

対流圏大気中では、速度定数 =1.75×10-18 m3/分子・sec(25℃)で9, 12)、オゾン濃度を

7×1011分子/cm3とした時の半減期は 6.5日と計算される。

2) 濃縮性

　　報告なし。

3) 環境分布・モニタリングデータ13)

検 出 例 と 検 出 範 囲
水質 ppb 底質 ppb 魚類 ppm その他

実

施

年

度
(昭)

B/A
検出範囲

(検出限界)

B/A
検出範囲

(検出限界)

B/A
検出範囲

(検出限界)

B/A
検出範囲

(検出限界)

55
0/51
－

 (0.6～50)

0/51
－

(8.3～120)
調査データなし 調査データなし

       B/Aは検出数／検体数を表す。
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4．生態毒性データ

分類 生物名
LC50(mg l)

(暴露時間)

EC50(mg l)

(暴露時間) : 影響指標

OECD
分類基準(案)14)

藻類 Scenedesmus
 subspicatus2, 12)

 (セネデスムス)

 15(72-h) : 増殖阻害  harmful

甲殻類 Daphnia
 magna2, 12)

 (オオミジンコ)

 2.2(48-h) : 遊泳阻害  toxic

魚類 Carassius
 Auratus2, 12)

 (キンギョ)
Leuciscus
 idus2, 12)

 (ウグイ)

 4.95(72-h)

 7.5(48-h)

 分類基準なし

 分類基準なし

　　　　　　分類基準なし：試験生物種が推奨生物種以外

5. ほ乳動物毒性データ

1) 急性毒性9, 12, 15, 16, 17, 18,  19, 20)

マウス ラット ウサギ ハムスター

経口 LD50 826-840 mg/kg 227-765 mg/kg 180-765 mg/kg －

吸入 LC50 1,448-1,641 ppm(4h) 994-1,846 ppm(4h) － 710-909 ppm(4h)

経皮 LD50 － 1,243-1,300 mg/kg 1,240-1,300 mg/kg －

腹腔内 LD50 253-382 mg/kg 325 mg/kg － －

急性中毒死した実験動物では病理組織学的所見で肺の充血及び出血が特徴としてみら

れ、その他に肝臓、腎臓、心臓、膵臓の変性も認められる。また、ウサギでは致死的な

急性中毒の場合に体温下降とヘマトクリット値の増加がみられる16)。吸入、経皮及び静脈

内投与では急性の頻呼吸と血圧低下がみられる。末期では呼吸困難、チアノーゼ、痙攣

がみられ、呼吸不全、心停止により死亡する20)。ラットに 86、172 mg/kgを経口投与した

実験では胃への影響が用量依存的にみられ、剖検で胃の拡張、前胃の水腫、病理組織学

的検査で粘膜の細胞内及び細胞間の水腫、粘膜下の水腫、粘膜表面の壊死がみられてい

る17)。

2) 刺激性・腐食性

ウサギの眼に 100 mgの適用で強い刺激性を示す15)。

ウサギの皮膚に対して強い刺激性を有し、発赤、浮腫、肥厚、血管の損傷、壊死を伴

う刺激性反応を生じる9, 12, 16, 17, 19, 20)。
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ウサギを約 90 ppm(約 321 mg/m3* )に 50日間暴露した実験では眼と鼻の粘膜に軽度の

刺激性反応を生じる21)。また、ウサギを 237 ppm(848 mg/m3*)に 7時間/日×11日間暴露

した実験では刺激性反応を生じる19)。

3) 感作性

モルモットを使ったいくつかの異なる試験法において接触皮膚感作性がみられてい

る17, 20, 21)。また、他のアクリル酸エステル類と交差感作性を示す20)。

4) 抗原性

アクリル酸メチルは免疫原性をもち、皮膚への暴露で特異抗体の産生を誘導する20)。

5) 反復投与毒性

(1) 経口投与

ウサギに 23 mg/kg/dayを 5日/週×24日間投与した実験で、体重増加の抑制がみられて

いる20)。

(2) 吸入暴露

ラット、ウサギ、モルモットを 578 ppm(2,000 mg/m3)に 7時間/日×2-7日間暴露した実

験で、全動物種で体重減少、流涎、努力呼吸、嗜眠がみられ、ウサギ、モルモットで流

涙、ウサギで耳介の静脈の拡張がみられている17)。

ラットを 135 ppm(519 mg/m3)に 3ヵ月間暴露した実験で、体重減少と肺及び肝臓の相

対重量の増加がみられている20)。

ラットを 15、45、135 ppm(58、173、519 mg/m3)に 6時間/日×5日/週×2年間暴露した

実験で、15 ppm 以上で刺激性による嗅上皮の萎縮、角膜の混濁、角膜血管新生がみられ

ている22)。

ウサギを 31、237 ppm(111、848 mg/m3* )に 7時間/日×11日間暴露した実験で、237 ppm

で眼、鼻への刺激性、嗜眠、呼吸困難がみられている19)。

                                                

* 換算係数(p. 1801)による計算値



(アクリル酸メチル)5

6) 変異原性・遺伝毒性

試験方法 使用細胞種・動物種 結果**

ネズミチフス菌(S9±)17, 20)

TA1535、TA1537、TA1538、TA98、TA100
－

復帰突然変異試験

大腸菌WP2、WP2uvrA(S9±)17, 20) －

CHL細胞(S9－)17) ＋染色体異常試験

マウスリンパ球細胞(L5178Y)(S9－)17) ＋

マウスリンパ球細胞(S9－)20) ＋

in vitro

突然変異試験

CHO細胞(S9－)20) ＋

ddyマウス(経口)17, 20) －小核試験

Balb/c マウス(腹腔内)17, 20) ＋

in vivo

伴性劣性致死試験 ショウジョウバエ20) －

**－：陰性　＋：陽性

微生物での変異原性試験では陰性であるが、ほ乳動物細胞の実験で強い細胞毒性を示

す用量で染色体異常を誘発している。in vivo の小核試験では 2 つの報告があり結果がわ

かれているが、投与経路が異なる事と、陰性の結果については毒性がみられていない用

量で試験されている事が指摘されている17, 20)。

7) 発がん性

(1) 吸入暴露

雌雄の SDラットを 15、45、135 ppm(53、158、475 mg/m3)に 6時間/日×5日/週×2年

間全身暴露した実験では、雌雄で下垂体の良性腫瘍、雄で甲状腺、膀胱、精巣の上皮性

腫瘍及び白血病の発生率が有意に増加しているが、いずれの腫瘍も用量相関性はみられ

ないため、発がん性の評価には十分でない17, 20, 22)。

8) 生殖・発生毒性

報告なし。

6. ヒトへの影響

1) 急性影響

高濃度のアクリル酸メチルの吸入は昏睡や痙攣を引き起こす。また、眼や皮膚、消化

管に対する刺激性が強い9, 17)。

2) 慢性影響

本物質は皮膚感作性を有することが知られている9, 12, 17, 23, 24, 25)。アクリル酸メチルに長

期間暴露された作業者(25-75 ppm、6-9 年)において易刺激性、疲労、頭痛、食欲不振が

報告されている21)。
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3) 発がん性26, 27, 28)

機　関 分　類 基　準

EPA(1996年) グループ D ヒトに対する発がん性については分類できない物質。

EU(1996年) － 1996年現在発がん性について評価されていない。

NTP(1994年) 1996年現在発がん性について評価されていない。

IARC(1996年) グループ 3 ヒトに対する発がん性について分類できない物質。

ACGIH(1997年) A4 ヒトへの発がん性物質として分類できない物質。

日本産業衛生学会(1997年) － 1997年現在発がん性について評価されていない。

ヒトでの発がん性に関する報告はない。

4) 許容濃度27, 28)

機関名 許容濃度 経皮吸収性

ACGIH(1997年) 10 ppm(35 mg/m3) あり

日本産業衛生学会 (1997年) 記載なし －

7. 生体内運命

アクリル酸メチルは消化管、肺、皮膚から吸収されるが、その代謝過程の詳細は解っ

ていない16)。モルモットを使った実験では投与されたアクリル酸メチルのうち、35％が肺

から二酸化炭素として排出される21)。エステル結合の開裂が生体内変換の過程で生じると

思われ、投与されたアクリル酸メチルの 25％は尿中にチオエステルとして回収されるこ

とからグルタチオン抱合が生体内変換の過程で起こるものと考えられる21)。

8. 分　類(OECD分類基準・案14))

1) ほ乳動物に対する急性毒性は、経口投与ではラット、マウスでクラス 4、ウサギでクラス

3-4、吸入暴露ではラット、ハムスターでクラス 3、経皮投与ではラット、ウサギでクラス

4に分類される。

2) 水圏環境生物に対する急性毒性は、藻類に対しては harmful、甲殻類に対しては toxic に分

類される。魚類に対しては toxic に該当する。

9. 総合評価

1) 危険有害性の要約

アクリル酸メチルは刺激性が強く、ヒトの眼や皮膚、消化管に対する強い刺激性と、

ウサギの眼及び皮膚に対する強い刺激性を示す他、ヒト及び実験動物に皮膚感作性を示

すことが知られている。また、高濃度を吸入するとヒトで昏睡や痙攣を引き起こす。急
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性中毒死した実験動物では病理組織学的所見で肺の充血及び出血が特徴としてみられ、

その他に肝臓、腎臓、心臓、膵臓の変性も認められる。実験動物に経口投与した実験で

は胃への影響がみられ、胃の拡張、前胃の浮腫、粘膜の細胞内及び細胞間の水腫、粘膜

下の水腫、粘膜表面の壊死がみられている。反復吸入暴露した実験では体重減少、流涎、

努力呼吸、嗜眠がみられ、一部では刺激性による嗅上皮の萎縮、角膜の混濁、血管新生

もみられている。変異原性については微生物では陰性であるが、ほ乳動物細胞の実験で

染色体異常を誘発している。発がん性についてはヒトでの報告はなく、動物実験ではラッ

トでいくつかの臓器での上皮性腫瘍及び白血病の発生率の増加が報告されているが評価

に不十分であるとされている。

本物質は環境中に放出された場合、水圏では主として生分解により分解される。大気

圏ではOHラジカルとの分解反応と共にオゾン分解も関与しており、7日以内に半減する

と計算されている。環境庁のモニタリングデータでは環境中から検出されたことはない。

水圏環境生物に対する急性毒性は、藻類に対しては harmful、甲殻類及び魚類に対しては

toxic である。

2) 指摘事項

(1) 皮膚及び眼に対し強い刺激性を有する。

(2) 皮膚感作性を有する。

(3) ほ乳動物細胞に変異原性を示す。

平成 10年 10月作成
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別添資料

 1)  生態毒性図

 2)  ほ乳動物毒性図
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反復投与 発がん 許容濃度

ラット・ウサギ・モルモット ラット ラット ウサギ ラット

ppm 7h/d×2-7d 3m 6h/d×5d/w×2y 7h/d×11d 6h/d×5d/w×2y

●578
体重減少、流涎、

努力呼吸、嗜眠

●135
体重減少、肺・肝臓

重量増加

●135
嗅上皮萎縮、角膜混

濁、血管新生

●15

●237
眼・鼻刺激性、嗜眠、

呼吸困難 ●135
上皮性腫瘍、白血病

●15
◎10 ACGIH

日本産業衛生学会

1,000

100

10

ほ乳動物毒性図（吸入暴露）


